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序

関市は岐阜県中南部に位置し、中濃地域の中核都市としての歩みを続けてきました。関市域のこう

した位置づけは、既に古代にその萌芽をみることができます。壬申の乱で大活躍したムケッ氏は、関

市域の大､ドを含む武儀部に勢力を張り、当市内の下有知付近に本拠をおいた豪族と考えられています。

国指定史跡の弥勤寺跡や弥勤寺束遺跡などは、それにゆかりの深い遺跡として周知のところでありま

す。中世には、ノJ鍛冶の町として全国屈指の技術を誇りました。近世以降も名刀の産地、刃物産業の

町としてその伝統は受け継がれて行きます。また、「関」という地名が示すように、郡上街道と金Il1

街道を結ぶ地であり、長良川水運の下有知湊とともに、陸水の交通の要衝でもありました。中濃地域

の政治・軍事・産業の要地としての役割は、近世・近代と連綿として続いてきたことになります。

関市は、平成12年度に市制50周年を迎え、新たな飛躍を目指そうとしています。近年大規模な開発

も相次いで計画、推進されていますが、岐阜県土地開発公社による関市下有知地内における「関テク

ノハイランド開発事業」もその一つであります。この報告書は、それに伴う埋蔵文化財発掘調査とし

て実施した、南青柳遺跡と大平前遺跡の調査報告書であります。

南青柳遺跡からは、弥生時代末から古墳時代初頭にかけての竪穴住居跡82軒と、5世紀後半の造り

出し付きの円墳である南青柳古墳を発見しました。前者は、この地域に「クニ」が形づくられる時期

の集落のあり方を示すよい資料であり、後者は、大和政権の国家統一が完成に近づく時期の中濃地域

の首長居の状況を示すものと考えられます。いずれも、ムゲツ氏が歴史kに登場する以前のこの地域

の歴史を明らかにする上で、貴重な資料を提供したものと考えます。

一方、大平前遺跡からは、奈良時代の巨岩を中心とする祭而日遺構が発見されました。県内では珍し

い事例と言えます。関市役所の北に広がる水田地帯を地元の人々は、占くから古田沖と呼びならわし

てきました。かつては条里制の跡がよく残る場所として知られ、ここでの水山経営は長い歴史をもっ

ています。その水源地を眼下に一望できる場所に存在する大平前遺跡の祭而巳遺構は、水分（みくま

り）の地を管掌する神に対する祭杷に関連するものと思われます。これもまた古代の人々の精神文化

を理解するうえで、貴重な発見となりました。

本報杵言が埋蔵文化財に対する認識を深めるとともに、当地の歴史研究の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び出十品の整理・報告書作成にあたりまして、多大な御支援・御

協力をいただいた関係諸機関並びに関係者各位、関市教育委員会、地元地区の皆様に深く感謝いたし

ます。

平成14年3月

財卜J1法人岐阜県文化財保護センター

理事長服部卓郎



例 ロ

1本書は岐阜県関市下有知字南青柳．砂行に所在する南青柳遺跡（岐阜県遺跡番号21205-06350）・

南青柳古墳（岐阜県遺跡番号21205-09074)、同字大平前･荘洞に所在する大平前遺跡（岐阜県遺跡

番号21205-09241)の発掘調査報告書である。

2本調査は関テクノハイランド開発事業に伴うもので、岐阜県上地開発公社から岐阜県が委託を受

けた。発掘調査は、財団法人岐阜県文化財保護センターが実施した。

3発掘調査は、八賀晋三重大学名誉教授の指導のもと、南青柳遺跡・南青柳古墳の調査を平成1(1年

度、大平前遺跡の調査を平成II年度に実施した。なお、発掘調査の担当者は以下の通りである。

南青柳遺跡・南青柳古墳岡田吉孝、野村元次（平成10年4月～11年3月）

堀正人（平成10年12月～II年3月）

大平前遺跡岡田吉孝（平成11 年4 月～ II 年7 月）

4整理作業は、平成11.12年度に実施し、岡山吉孝が担当した。

5本書の執筆・編集は岡山が行った。

6遺物の写真撮影は、アートフォト右文に委託して行った。

7地形測量・空中写真測量は国際航業株式会社に委託して行った。

8石器の実測、計測、観察は、株式会社アルカに委託して行った。

9住居跡出土炭化材及び南青柳古墳出土鉄剣付着の木質の樹種同定、住居跡(SB35・SB50)・土

坑(SKOI)焼土の熱残留磁化測定、住居跡等出土土器の胎土分析、包含層出土ガラス玉片の蛍光

X線分析は、（株）パレオ・ラボに委託して行った。その結果は第2章7節に掲載した。

10発掘調査及び報告書の作成にあたって、次の方々や諸機関から御指導・御協力を賜った。記して

感謝の意を表する。（敬称略、五十音順）

赤津徳明、伊藤聡、宇野隆夫、篠原英政、高木宏和、西中川駿馬、渡辺博人、関市教育委員会

11出土遺物の実測図の縮尺は、土器は1/3、鉄製品は鉄剣｡鉄刀が1/4，その他は1/2、ガラス製品は

1/2、石器は2/3.1/3である。スケールはそれぞれに添付した。なお、出士状況図に示した遺物の実

測図は土器・石器は1/8、鉄製品は鉄剣・鉄刀が1/8、その他は1/4である。

12遺構の略号は、下記のものをⅢいた。

・任居SB・溝SD上坑SK

・土器集積su・ 柱穴・小穴pその他sx

13遺構番号は、原則として発掘調査時のものを用いた。住居跡・溝・土坑は01番から通し番号で、

遺構内の土坑・柱穴・小穴は遺構ごとに1番から付した。

14遺物番号は、石器以外については、遺構を優先して住居跡、SK・SD、古墳、包含層の順に付

した。その際、上器を1番から、金属製品を2001番から、ガラス製i'ii'iを3001番から付した。石器は

器種別に1001番から付した。なお、大平前遺跡出士土器は、800番から付した。

15写真図版中にある遺物写真の番号は遺物挿図における番号と同一である。なお、番号が付してな

いものは、遺物挿図に掲載しなかった遺物である。

16本文中の方位は、国上座標Ⅶ系の座標北を示している。

17上及び士器類の色調は、小川正忠･竹原秀雄1996「新版標準土色帖」(I｣本色研事業株式会社）

による。

18本報告書の作成に当たっては、隣接する砂行遣跡と遺構・遺物の時期がほとんど共通することか

ら、同遺跡の報告書「砂行遺跡」（成瀬正勝編2000[財］岐阜県文化財保護センター）の分析･研

究に全面的に依拠した。

19調査記録及び出hni'iは、財団法人岐阜県文化財保護センターで保管している。
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第1章調沓の概要

第1節調査に至る経緯

南青柳遺跡は関市下有知字南青柳・砂行に、大平前遺跡は同大平前・荘洞に所在する。昭'162年に、

この両遺跡の所在地を含む関市下有知地区の丘|凌部に関テクノハイランドの造成が計山された。造成

予定地内（約745,000㎡）の周知の遺跡としては、西端のIT員陵裾部付近に砂行古窯（砂行遺跡の東に隣

接、注1）と滅失したとされていた砂行遺跡（砂ｲj遺跡のE区)、束端部の水田域の端に催ノ木洞遺跡

（注2）の一部が含まれることが知られるのみで、予定地の大半を占める丘陵や丘陵裾部、また東部

の水田域の大部分では、埋蔵文化財の存在は確認されていなかった。しかし、周辺には数多くの遺跡

が存在することから(K4周辺遺跡分布図参照)、予定地内には｜記の遺跡以外にも占墳や古窯跡、

集落跡などが存在することは、1分に予想された。そこで、関市教育委員会の助言を受けつつ、平成

6年12月に（財)ll皮阜県文化財保護センターが造成地内の全域にわたって分布調査を実施した。その

結果、遺跡が存在する可能性がある箇所として確認されたのは、合計62カ所にのぼった（図1）。この

うち緑地帯として保存される区域に含まれる11カ所(1～4．13．29．46．47．56．59．60の各地点）

を除く51カ所と鎧ノ木洞遺跡の延長と考えられる束端部の水田部、そしてその後に追加された11地,点

(A～Kの各地点）について、平成7～8年度に試掘確認調査を行うこととなった。

その結果、本稿で報告する南青柳遺跡･大平前遺跡のほか、砂行遺跡（30．31．36．37地点）・深橋

前遺跡(1．J地点）・桜ノ木洞遺跡（水田部）の各遺跡の存在が確認されるに至った（図1)。

南青柳遺跡は、平成7年度に実施した49．50地点、8年度に実施したA地点の試掘確認調査によっ

てその存在が確認された。49．50地点はいずれも尾根頂部で、分布凋査では古墳が存在する可能性が

指摘されていた。I字にトレンチを設定し、表土から人力で平面的に掘肖|'し、遺構・遺物を確認する

方法を採り、必要に応じてトレンチの増設を行った。A地点は南に開放する谷で、谷のI部に古窯跡、

谷の入り口付近に集落跡の存在を想定した。トレンチは谷の中央部に南北に設定した。谷部は流土が

厚く堆積していることから、土色の変化や遺構、遺物の存在を'慎里に確認しながら、重機で平面的に

掘削した。

その結果49地点では、人工的な盛土を確認し、直径20m前後の占墳（後の南青柳占墳）が存在する

ことが判明したo50地点では、被熱痕跡を伴う方形のコーナーを持つ土坑（後のSK01)の存在と古

式土師器を包含する土居（後のSB01の埋土）を確認した。A地点では遺構の確認はできなかったが、

古式上師器の良好な包含層が存在することを確認した。近くに遺構の存在が予想されたが、谷の東側

斜面はきわめて急斜面であり、遺構が存在するとすれば両側から北側にかけての斜面であろうと推定

した。

大平前遺跡は、平成8年度に実施した11.12地点の試掘確認調査によって遺跡であることが確認さ

れた。関テクノハイランドの造成予定地の東端に突き州た尾根頂上近くに巨岩が露出しており、古墳

の可能性が考えられたことから、その前および背後にトレンチを設定した。その結果、ト｣岩前には人

為的な敷石が存在することを確認でき、巨岩から東にlblかって下る急斜面に設定したトレンチからは
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8世紀代の須恵器坪蓋・坪身の小片が''1土したため、古代の祭而日にかかわる遺構と判断した。

以上の試掘確認調査の結果に基づいてそれぞれ遺跡の範囲を決定した。その後、岐阜県教育委員会

及び事業者との協議を経て、南青柳遺跡は平成10年度に、大平前遺跡は平成11年度に、（財）岐阜県

文化財保護センターが岐阜県からの委託を受け、発掘調査を実施することになった。

南青柳遺跡の調査は、平成10年4月28日から開始したが、当初の調査範囲は、尾根頂上部に遺構や

遺物を検出した試掘確認調査結果を受けて、尾根頂上部を中心とする区域に設定されていた。調査の

進展に伴い、調査範|汁l外の斜面巾腹に住居跡を中心とする遺構が多く存在することが確実な状況と

なった。そのため、同年9月から10月の上旬にかけて遺跡の範囲確認調査を実施した。その結果、北

谷、東谷、またあまりに急斜面のため遺構の存在は想定できなかった南谷の東側斜面にも遺跡の範囲

が広がることが確認され、調査範囲を当初計画の3,300㎡から5,700㎡に拡大することになった。

文化財保護法第57条の6第1項の規定により、遺跡発見の届け出を行った結果、遺跡の名称は、遺

跡の立地する字名から、それぞれ南青柳遺跡、大平前遺跡となった。「南青柳遺跡」は、「岐阜県遺跡

地図』に載る周知の遺跡として、今回の調査範囲の南約150mにすでに存在する。関市がここにグラン

ド（下有知グランド）を造成する際、削平された尾根の裾部から2軒の弥生時代末～古墳時代初頭の

竪穴住居が発見されたことにより、南青柳遺跡と遺跡名が決定され、関市教育委員会によって緊急発

掘調査が行われた（注3）。今回の調査地点は、同一の字名に含まれ遺跡の時代も共通することから、

旧「南青柳遺跡」の範囲を拡大して、同名称を用いることになった。

図1関テクノハイランド造成予定地内試掘確認調査地点および遺跡位置図
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第2節発掘調査の経過と方法

1南青柳遺跡発掘調査の経過と方法

（1）調査期間

平成10年4月27n～平成11年3月23H

②グリッド設定方法（図2）

平成9年1月に砂行遺跡とあわせて行った地形測量終了後、磁北を基準として5m×5mのグリッ

ドをやはり砂行遺跡と連動させる形で設定した。したがってグリッドの名称は、砂行遺跡が北から南

に|白lかつてA～Z行、西から束に向かってl～53列という設定になっているのに対し、本遺跡は、北

から南に向かっては、砂行遺跡に続いてアルファベットの小文字でc～z行、それに続いてイーヘ行

とし、西から東に向かっては、砂行遣跡の1列～24列に対応させている。

③調査区域の区分設定（図3）

木遣跡は調査区域が起伏に富み、地形上のまとまりがあるのに加え、遺構の分布もこれに対応する

形でまとまりがみられることから、調査を進めるに当たって、便宜上北尾根、南尾根、南谷、北谷、

東谷の5区に区分し、原則的にこの区分ごとに調査を進めた。この調査時の区分の呼称は、本報告二言

の記述に当たって、当該遺構、遺物の検出区域を示すうえで有効との考えからそのまま採用した。

5つの区分けは主として地形・遺構の種類を考慮して行った。各区の>/.地及び区分けは以下の通り。

北尾根：本遺跡の北の尾根を中心とし、北谷・南谷・東谷の各谷に下る斜面の傾斜の変換,点付近を

もって境界とした。

南尾根：本遺跡の南の尾根頂上部の南青柳古l噴を巾心とする区域。北谷とは斜面の傾斜の変換点と

なるq行を基本に境界を設定し(SB38を含むq7グリッドは北谷に含めた)、南谷とは8列

を境とした。

北谷：本遺跡の北西部にある北に向かって開く谷。北尾根とは9列を境とし、南尾根との境界没

定は、前述の通り。

南谷：本遺跡の中央南寄りにある南に向かって開く谷。北尾根との境は斜面の傾斜の変換点を原

則としたが、一つの遣構が2地区にまたがらないようにグリッドに基づいて設定したため、

北尾根との境は凹凸が生じている。

東谷：本道跡の東部にある北に向かって開く谷。北尾根との境は斜面の傾斜の変換点、南谷との

境は北尾根から南東方向に派生する尾根付近とし、遺構の分布状況を考慮して17列以東を束

谷に区分した。

（4）調査対象面積

5,700m

（5）調査の経過（表1）

平成9年1月に、砂行遺跡とともに業者委託によって調査区の現況地形測量及びグリッド杭の設定

を行った。

翌平成10年4ノlから表土掘削作業を開始した。表土の掘肖1]は、原則として尾根上を人力で、各芥は
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重機を用いて行った。人力による表土掘削は全体の約60％と広く、包含層の掘削・道構の検出作業と

並行させた。主要な遺構の調査経過は、表1の通りである。

（6）主要な遣構の調査経過と方法

①住居跡の調査の経過と方法

各谷部分では流土の堆積が厚かったため、その部分の表土の除去は重機を用いた。ただし、北谷の

上部は孟宗竹が密に繁茂していたため、遺構保護の観点から人力で撫削した。困難を極める作業で

あった。尾根および尾根から谷へ下る傾斜の変換点までは、遺構1mまでの堆積が浅く、繁茂する樹木

の根を丹念に切り、切り株を除去しつつ検出を進めなければならず、人力で掘肖ij作業を行った。

グリッド境のアゼは、住居跡のプランが検出されるまで基本的に残し、住居跡にかかわるものにつ
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表1南青 柳遺跡発掘調査経過表
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いては極力記録を残した。

住居跡の掘削は、主軸設定とともに四分割してFl分法を原則とした。ただし、切り合い関係の明白

な住居跡については、切り合いを立面で記録するため変則的な分割を行った。

住居跡内の土坑・小穴は、住居跡の主軸や並びを意識して半蔵し、断面の記録を残した。

遺構の実測は、全面を1/50の縮尺で空中写真測量を行い、加えてより詳細を期すため1/20の縮尺で

平面図・断面図（寸面図）を手測りで行った。

遺物の取り上げは、包含層の段階では層位(1～Ⅳ層）とグリッド名の記録を原則とし、住居跡の

プランが検出された後は、住居の埋土の層位（最上盾を01層とし以下02層、03層…と呼称）を記録

した。床面に密着する状況で検川されたものについては、1/10の縮尺で出上状況図を残すよう努めた。

また、掘削途中に良好な状態で検川されたものについても、出士状況|叉|を残した。

炭化材が認められるものは、実測後サンプルを採取し、一部を科学分析（樹種鑑定）した。また、

地床炉や焼失住居の床面に被熱痕跡が顕著なものについても、熱残留磁化測定を行った。

②南青柳古墳の調査の経過と方法

墳丘の表土の除去は、すべて人力で行った。主体部は試掘結果から石材を用いたものではないとの

判断を当初から持ち、主体部掘り方の検出後、主軸及び土居観察用のアゼを設けて掘肖IJを進めるとい

う方法をとった。試掘時の十字トレンチが主体部の一部を破壊し、水棺痕跡の底近くまで及んでいた

こともあって、アゼの設定は変則的なものとならざるを得ず、主体部の検出も、孟宗竹の切り株が密

集していたこと、また主体部埋士の士色が盛土の土色と大差ないことも手伝って困難を極めた。掘肖II

の途中で主体部西側の木棺痕跡と考えていたものは、実際は盗掘坑の掘り方であることが判明した。

墳丘と主体部の状況を立面的に観察するため、十字に断ち割りトレンチを岩盤が露出する深さに墳

丘裾まで入れた。断ち割りトレンチの幅は50cmとした。トレンチの設定に当たっては、墳丘の盛土

を同一面で観察するために、主軸からはずれるが、試掘時の十字トレンチを掘り下げる形で設定した。

墳丘内の他の遺構の有無を確認するため、古墳1頁部を中心に4本のサブトレンチを入れ精査したが、

第2主体部等の遺構は存在しなかった。遺構の実測は、墳丘平面を1/20の縮尺で空中写真測量を行っ

包含層の掘削

住居跡検出

住居跡掘削

住居跡完掘状況の実測

南青柳古墳の墳丘面検Ill

南青柳古墳の主体部調査

古墳・住居跡の断ち割り調査

空中写真測量（計2回）
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房
』

た。主休部は1/10の縮尺、墳丘断面は1/20の縮尺で手測りで行った。

なお、この古墳の造り出し部の|珂脇にあたる位置から、長軸70cmほどの小穴をそれぞれ1基ずつ検

出した。占墳の付属施没であり、祭而Eに伴うものと想定し、｣慎重に渦査を進めた。

③その他の遣構の調査

SDの調査は、土居観察用のアゼを適宜設定して埋上を掘削したoSK、ピットの調査は、検出後

主軸を設定し半裁した。いずれも1/50の縮尺で空中写真測量を行ったが、詳細を期すため、断面図と

平面図の実測を1/20の縮尺で手測りで行った。suは、出土状況を7mりで実測した。

⑦遺跡・遺物の公開・広報

平成11年3月5日に、同じ関テクノハイランド造成地内で平行して凋査を進めていた深橋前遺跡の

現地説明会にあわせて、椿ノ木洞遺跡とともに現地公開を実施し、約100名の参加を得た。

同年7月10日に、シティプラザ美濃加茂で開催された「岐阜県新発見考古速報1999-平成11年度岐

阜県発掘調査報告会一」の配布資料に、南青柳遺跡の概要を報告した。また、平成12年2月16日～3月

5日に開催した「発掘速報展一いにしえの美濃と飛騨一」においては、主要な遺物の展示と解説を行い、

それに先だって岐阜新聞に連載された|可展示会の紹介記事には、南青柳古墳の概要を報告した（同年

2月21日付、朝刊)。

』

2大平前遺跡発掘調査の経過と方法

（1）調査期間

平成11年5月6日～平成11年7月7日

②グリッド設定方法（図1妬）

平成11年4月、凋査に先立ち地形測量を実施し、その後磁北を基準として5m×5mのグリッドを

設定した。グリッド名称は、北から南に向かってA～F付とし、内から東に向かってl～10列とした。

③ 調 査 対象面積

600㎡

④調査の 経過と方法

平成11年4月に、業者委託によって調査区の現況地形測量及びグリッド杭の設定を行った。

同年5月から表土掘肖1]作業を開始した。表土の掘削は全面を人力で行った。凋査区東南部はチャー

トの岩盤が露出しており、シダや潅木の根が害I)れ目を覆っていたが、ここが祭祁の場として使用され

た口I能性もあるとの判|新から、それの除去に努めた。巨岩の前及び背後は祭而日の中心と考えられるこ

とから、遺構や遺物の検出を慎重に進めた。グリッド境のアゼは、調査の最終段階まで残し、記録を

残した。前庭部の喋群は実測終了後、人為的なものかどうかを確認するためと下層の遺構や遺物の有

無を確認するため、断ち割りトレンチを入れた後、全てを除去し岩盤まで掘肖||した。

遺構の実測は、全面を1/50の縮尺で空中写真測量を行ったが、前庭部の平面はより詳細を期すため

1/20の縮尺で手測りで行い、空1-1'写真測量図の校正に活用した。また、巨岩と前庭部の立旧iについて

は、1/20の縮尺で手測りで実測した。東南部の岩盤の実測は、空中写真肌I]量で作成された粗図をも

とに現場で調査員が校正した。ピット、土坑は、検出後に主軸を設定し半裁した。いずれも1/50の縮

尺で空中写真測量を行ったが、詳細を期すため断面図と平面図の実測を1/20の縮尺で手測りで行った。

』

』
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調査の日程は、表土掘削と遺構の検fli作業を4月末から6月巾旬まで、前庭部の調査を5月下旬か

ら6月下旬、遺構（ピット、土坑）の掘削を6月下旬、遺構の実測を6月中旬から7月上旬といった

進捗状況であった。なお、空>ll写真測量は6月/(I日に実施した。

⑤遺跡・遺物の公開・広報

平成12年7月8日に、大垣市スイトピアセンターで開催された「岐阜県新発見考古速報2000-平成

12年度岐阜県発掘凋沓報告会一」の配布資料に、大平前遺跡の概要を報告した。

3遺物・調査記録の整理作業

平成11．12年度の2カ年にわたって、出土遺物・調査記録の整理作業を行った。作業の基本的な流

れは、以下の通りである。

遺物の洗浄→土器の硬化斉||処理→遺物の注記→土器の接合→遺物の実測・観察表の作成

→遺構・遺物実測図の製図→遺物の写真撮影→図版作成→遺物・実測図の収納・保管

なお、本報告書の本文の執筆は上記の作業と並行し、金属製品の保存処理・科学分析は適宜行った。

4発掘調査及び整理作業の体制

［（財）岐阜県文化財保護センター凋査部］

調査部長山元敏治（平成10～11年度)、高橋幸仁（平成12年度）

凋沓部次長高橋幸仁（平成10～11年度）武藤貞昭（平成12年度）

担当調査課長片桐隆彦（平成10年度)、飯沼暢康（平成11～12年度）

担当調査員岡田吉孝（平成10～12年度)、野村元次（平成10年度）

堀正人（平成10年12月～II年3月）

発掘作業従事者く南偽青柳遺跡＞

石木徳江、石木冨士子、伊藤守、太田美代治、奥田美代子、片桐小夜子

川崎安幸、冠者栄作、熊津喜三郎、神山春夫、後藤慶治、佐藤和江

佐藤鋼二郎、多田千恵子、塚原修二、中島公一、林重夫、樋口百合子

広田徳子、松岡喜美子、山田たつ子、吉田津多子（以上平成10年度）

池田一男、五十川港、大津賢夫、亀山富士子、輿道子、杉山仁、高井芳枝、

中島満澄、平Illアヤ子、平川鐘次、横山六平

（以上平成10年12月～11年3月）

＜大平前遺跡＞

石木徳江、五十川港、高井譲、樋11百合子、吉田|怪男

整距作業従事者岩崎いつわ、春日井典子、木下晴代、津Ill昌子、高橋紀美、棚橋絹代

樋口弘子、堀三恵

注（第1章のみ）

1篠原英政1996『砂行古窯」関市文化財調査報告第20号、関市教育委員会

2丘陵部を昭和63年に関市教育委員会が調査。

3篠原英政・吉|{｣英敏I'.ISO「南青柳遺跡」関市文化財調査報告第6'ﾅ、関市教育委員会
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第 1節遺跡周辺の立地第2節周辺の遺跡9

第2章南青柳遺跡・南青柳古墳の調沓

第1節遺跡周辺の立地

南青柳遺跡は、長良川を西に望む関市下有知字南青柳・砂ｲ｢にある。郡上郡方向から続く山地は南

へ向かうにつれ高度を減じ丘陵化してくるが、下有知地区はその南端付近に位置する。そして、この

遺跡は丘陵の南向き斜面および尾根に挟まれた谷を中心に立地している。この辺りは、地質時代の第

三紀の活動に伴う土地の隆起によってできた砂岩およびチャート質の岩盤と、古長良川が上流から運

んだ砂傑の層からなる。遺跡周辺は、丘陵地の尾根と放射状に刻まれた谷からなっており、この谷に

丘陵から流れ込んだ土砂と、占長良川が運んだ砂傑が堆積して谷底平野が形成されている。その結果、

遺跡の下層にはチャートの砂撰が多く含まれている。遺跡の南方は丘陵を隔てて一面の水田地帯が展

開しているが、条里割もかってみられたことから考えると、水門とするための土地条件は悪くなく、

開発の歴史も占いところである。

古長良川はその後河床を低下させて現在の流路を形成したが、その河床の低下の過程は河岸段丘の

姿に残されている。遺跡の西方数百mのところに河岸段丘の縁を示す段丘崖があり、国道156号線は

その岸を昇降して通過している。なお、段丘面の崖に沿って南北に古い集落がみられるが、これは東

に広がる水田地帯に比べるとやや高燥地を呈しているので、水Illには向かないが排水は良いので集落

が成立したといえる。因みに、集落の巾にある農地は畑地となっている。

第2節周辺の遺跡

南青柳遺跡のある関市域は、占くから人間の営みのあったことが明らかにされている。｜日石器時代

の遺跡は12カ所が知られており、大きく次の4群に分けられる。長良川と津保川によって形成された

段丘にウ地する西部の竹之越・松原・巾・赤士坂遺跡の一群、津保川による段丘に位置する東部の唐

鋤・平井・野田遺跡の一群、長良川による段丘に位置する|||王・向中野・松ケ洞遺跡の一群という北

部3群と、閲市域中心部の安桜山東麓に位置する日吉神社遺跡の一群である。

縄文時代の遺跡は29カ所確認されている。遺跡の立地は、旧石器時代の遺跡をほぼ踏雲する形を

とっており、長良川流域の右岸および左岸に展開する河岸段｢tおよび山麓斜而の遣跡群、長良川の支

流の津保川の流域に形成された河岸段丘の遺跡群、関市中心部の山麓から北部谷底平野周辺の遺跡群

という3地域に大別される。縄文時代早期に営まれた遺跡には、長良川下流の干疋地区右岸に位置す

る塚原遺跡、左岸小屋名地区にある松|京遺跡、関市の東北部に当たる神野地区で津保川が蛇行して谷

底平野を形成する周辺のIll麓の神野遺跡などがあげられ、なかでも、押型文士器がlItした塚原遣跡

は早期前半に位置するものとされる。前期の遺跡としては、前述の松原遺跡、前期前半の木島式や前

期後半の北白川下層式、十三菩提式土器が出土した岩利ケ洞遺跡がある。Mi期の遺跡には、Ijl央の広

場を|用むようにして円形に配置された掘立柱建物と、その外側に竪穴住居が配置された塚原遺跡の遺

構・遺物が代表的であり、後．晩期の遺跡には、出土した土器から後期に最も栄えたと考えられる松
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原遺跡、下有知の向山の南斜面に位置する山王遺跡があげられる。

弥生時代を迎えると、河岸低湿地を多く有する関市域は水稲耕作を営むのに好都合な土地となった。

いまだ水田の発掘例はないが、大杉遺跡からは石庖丁が出土しており、この地方における水稲耕作を

裏付ける資料となっている。また、樫王式土器が出土した重竹遺跡A地点と遠賀川系の髪の口縁都分

が出土した松ケ洞遺跡、および南青柳遺跡（昭和54年、関市教育委員会調査）の3遺跡では住居跡が

確認されている。

続く古墳時代には数多くの古墳が造られ、現在でも169基の古墳を確認することができる。単独で

存在するものは29基、群集墳として存在するものは21カ所に140基である。これらの分布は、下有知・

池尻・千疋・広見など市域の西部に集中するが、長良川右岸の干疋・池尻・広見地区は、半径3キロ

メートルの中に106基が存在し、関市全休の60%を超えている。中でも千疋地IXにある前期古墳を有

する陽徳寺裏山古墳群および後期古墳の塚原古墳群はこの地域の代表的古墳とされる。その他、関市

域には集｢jl的に方墳が分布するが、その背景には、古代を通じて武義郡の有力豪族であったムゲツ氏

の存在がうかがわれる。この時代の集落跡には、3世紀後葉の住居跡が発見されS字状口縁台付髪が

出士した重竹遺跡A地点および松原遺跡があげられ、南青柳遺跡や砂行遺跡の東方500mに存在する

梢ノ木洞遺跡では5世紀後葉の住居跡が発見されている。

その後、ムゲツ氏は在地豪族としての立場を高めていく。壬申の乱における身毛君広の功は、「続日

本紀」に天武天皇から封8!)戸、功田8町を賜るとあるように、その範囲は当時の有知郷および跡部郷

を含むと思われることから、南青柳遺跡付近の班田も含まれていたものと思われる。そして、白鳳時

代にはムゲツー族の氏寺としての弥助寺を造営するに至るのである。この時代の集落跡として、市域

の西に広がる平地部の重竹遺跡（～室町)、棺ノ木洞遺跡などの集落遺跡が点在する。

平安時代に入ってもムゲツ氏の支配は続き、郡間推定地とされる弥勅寺東遺跡と長良川をはさんで

対岸に位置する重竹遺跡B地点は、この時代においては県内でも有数の集落跡となっている。ムケツ

氏の本拠地がこの近辺にあったことが想定される。また、椿ノ木洞遺跡では丘陵の南斜面に立地する

集落跡が発見されている。また、桧ノ木洞古窯が隣接する。その周辺には池之洞・田之洞・末洞など

の古窯跡が分布する。さらに、「和名秒」の有知郷の存在や、下有知の神光寺（真言宗）の建立、「美

濃国神明帳」の下有知大宮明神や、下有知御厨（伊勢神宮領）の設置など、この地方の繁栄を物語る

ものは枚挙に暇がない。

（以上成瀬正勝編2000『砂行遺跡」［財］岐阜県文化財保護センター第2章「遺跡の立地と環境」

＜鈴木隆雄執筆＞より引用、一部改変）

第3節基本層序と遺構・遺物の概要

第1項基本層序

南青柳遣跡における居序は、試掘・確認調査の結果をもとに、基本的に以下のように区分して調査

を進めた。大きく上層から下層の順番にI～Ⅵの6層に分層したが、層序及び各層の特徴は基本的に

隣接する砂行遺跡と一致する。以下、同遺跡の報告書（注3）の記述に依拠しながら、各層の解説を

行う。
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国土地理院発行1:25000地形図

1南青柳遺跡2砂行遺跡3大平前遺跡4深橋前遺跡5．6樟ノ木洞遺跡7末洞遺跡

8末洞古窯跡9田之洞古窯跡10池之洞古窯跡11南青柳遺跡（関市教委調査分）

12日吉神社遺跡13向中野遺跡14松ケ洞遺跡・松ケ洞古墳群15重竹遺跡16弥勤寺東遺跡

17弥勤寺跡・弥勤寺古墳18山王遺跡19御前塚古墳20小瀬方墳

図4南青柳遺跡・大平前遺跡周辺遺跡分布図

守
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I層：調査前の地表を覆う表土で、森林に堆積する腐葉土を指す。

Ⅱ層：斜面部分では、尾根上部の砂岩基盤が風化・浸食によって斜面裾部に向かって流れ、堆積した

砂質の流士層である。尾根上部にはほとんど存在せず、斜面の下部になるほど厚く堆積し、最大

70cmを測る。土色は、起源となる岩盤の色調によって異なり、明褐色または黄褐色を呈する。

近世の遺物をわずかではあるが包含し、主として近世に形成された層と判断した。尾根上部にお

ける大規模な岩盤の風化・浸食は、近世以降の現象と推定される。

Ⅲ層：尾根頂部～斜面上部付近では、おそらくⅡ層形成期に浸食を受けたと考えられ堆積が認められ

ない。Ⅱ層と同様斜面下部にいくほど堆積がみられる傾向にある。しかし、斜面裾部でも層の厚

さは20～30cm以内にとどまり、ほぼ均一な厚さで堆積することから比較的安定した層といえる。

土質はやや粘性のある砂質で、土色は褐色～暗褐色である。

斜面部分では、Ⅲ層の上面のみから白査系陶器など中世の遺物が出土することから、Ⅲ層上面

は中世段階の地表面と判断した。Ⅲ居内には8世紀代の須恵器・5世紀代の須恵器・土師器・弥

生土器が包含される。また古墳時代中期に造営されたと考えられる南青柳古墳の墳丘北裾部では

このⅢ層が墳丘を覆って堆積し、そのまま北谷部のⅢ層に連続する状況が確認できることから、

古墳時代中期以降中世に至るまで、緩やかに形成された層と判断した。

Ⅳ層：尾根頂部付近では、Ⅲ層と同様に浸食を受けて流出したものと考えられ、斜面裾部に厚く堆積

する傾向にある。Ⅲ層より分布範囲は狭い。斜面裾部や谷部では、最大25cmとやや厚く堆積し

ている。土質は粘性があり、土色は極暗褐色または黒褐色を呈する。

Ⅳ層上面は、南青柳古墳の墳丘築造時の地表面であり、古墳時代中期段階以前に形成されたも

のと考えられる。Ⅳ層の上層内には弥生上器･土師器が包含されるが、下層内は縄文時代の土器・

石器の包含に変化する。弥生時代末～古墳時代末の竪穴住居はⅣ層をやや掘り下げた段階で検出

される。

v層：尾根頂部や斜面には認められず、谷部、それも谷底にあたる箇所に堆積する。Ⅳ層の分布範囲

よりさらに狭い。谷底では、現地表から約1.5m下が上面となる。土質はⅣ層よりさらに粘性が

強く締まりがあり、土色は黒色である。

v層内には、縄文時代の石器がわずかに包含されることから、縄文時代のある時期までに形成

されたものと半II断した。土器は、出土しておらず形成が開始された時期については不明である。

Ⅵ層:尾根頂部付近では砂岩の岩盤で、裾部では岩盤の風化･浸食によって堆積した粘質土である。前

者は後者の下に必ず潜り込むように存在する。Ⅵ層以下には遺物包含や遺構面を検出できず、岩

盤と粘質土を一括してⅥ層とした。粘質土は、起源となる砂岩の色調とによって様々に変化する

が、基本的には黄褐色から明褐色の粘'性が強く締まりのある層である。起源が同じであるためⅡ

層の土色と共通するが、土質が大きく異なる。弥生時代・古墳時代の竪穴住居の床面は、Ⅵ層を

掘り込んだ面をそのまま利用することが多い。

低地部では、水の影響を受けて還元し、土色が灰色又は青灰色に変化するが、斜面部分のⅥ層

粘質土の連続である。試掘調査時の土居観察では、北谷や東谷の北端（調査区域外）谷底付近で

表土より約2メートル掘り下げたあたりでこの灰色または青灰色の粘質土を確認した。この下に

やはり、砂岩の岩盤が存在するものと考えられるが、確認できてはいない。
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南青柳遺跡は丘陵に立地するため地形は複雑で、基本層序は南・北尾根部と谷部の斜面域では異な

る。以下では、それぞれについて概説する。

（1）北尾根の基本層序

尾根頂部付近では、I居と薄く堆積したⅡ層の下にⅥ層岩盤が現れ、遺物包含層は存在しない。し

かし、Ⅵ層岩盤を掘り込んだ竪穴住居等の遺構は、覆土がⅡ層に置換されてはいるが、検出は可能で

ある。q行以北11IJ～17IJの間の区域は、以上の層序が当てはまる。それより下の斜面から徐々にⅡ

盾の堆積が厚くなり、谷部への傾斜の変換点付近からⅢ層の薄い堆積が認められるようになる。

②南尾根墓域の基本層序

I層：腐葉土、Ⅱ居：墳丘畷土起源の流土、Ⅲ居：暗褐色土、Ⅵ盾：黄褐色粘質土及び砂岩岩盤か

らなる。占墳築造当時は、|隣接する砂行1号古墳の事例から考えて尾根頂上部にもⅣ層（暗褐色土～

極暗褐色士）の堆積が見られたと考えられるが、本古墳の場合は、古墳築造の際の盛上や削り出しに

よって、Ⅳ層は失われたものと考えられる。墳丘北側裾部から下にはⅢ層の堆積が見られるが。墳丘

北側裾部を除く古墳の周辺では、Ⅱ層の直下でⅥ層となり、本来堆積していたはずのⅢ盾は流出、Ⅳ

層以下の各層は、墳斤祷十に利用されたと考えられる。

（3）谷部の基本層序

l層：腐葉上、Ⅱ層：黄褐色～明褐色砂質流士、Ⅲ

層：暗褐色砂質土、Ⅳ層：極暗褐色土または黒褐色粘

質上、V層二黒色粘質土、Ⅵ層：黄褐色～明褐色砂質

粘質土及び砂岩基盤からなる。1．11層は全面に分布

するが、Ⅲ層は斜面裾部と谷部、Ⅳ層は斜面裾部と谷

部に分布する。V層は谷底付近にのみ狭く分布する。

斜面裾部や谷部では、I層と極めて厚く堆積したIII'/i

を除去すると、Ⅲ層がほぼ全面に表れ、Ⅲ層の掘削途

中で多くの遺物が検出される。Ⅲ層を除去し、Ⅳ層を

平面的に掘り下げる過程で、竪穴住居の掘り方プラン

が見え始める。竪穴住居の検出は、極暗褐色や黒褐色

系の遺構面に微妙な差しかない同色系の土が入るため

困難を極めたが、Ⅳ層｣部で行った。各谷の住居は、

IV居の直下にⅥ層が堆積する区域までに、ほとんどの

住居が造られており、床而はⅥ層を掘り込んで形成し

ている。谷のF部の谷底に近い区域に営まれているも

のの中には、Ⅳ眉の~卜倉居を掘りこんで床面を形成して

いるものも見受けられるが、Ⅳ層を取り除きV居まで

掘り下げると、弥生時代の遺構は床面のみを残してな

くなる。

77.50m
－

76.50m
－

Ⅱ

一 一

Ⅲ

一一一一－一一
]Ⅳ

Ⅵ

図5南青柳遺跡基本層序(w12付近）
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第2項遺構・遺物の概要

1南青柳遣跡の時期区分について

南青柳遺跡から検出された遺構と遺物は、縄文時代から近代までにわたっている。これらの遺構や

遺物の年代観に基づいて、記述の便宜上、下記のように時期区分を行った。なお、時期区分の設定に

あたっては、同一遺跡と考えられる砂行遺跡の発掘調査報告書の時期区分を原則的に採用したが、一

部小時期区分を追加（Ⅱ－5期、Ⅵ－1期）した。

I期は、弥生時代中期以前を一括した。この時期の明確な遺構は確認されなかったこと、遺物も少

量で年代的なまとまりもないことから、小時期区分は行わなかった。

Ⅱ期は、弥生時代後期末から古墳時代前期初頭までとした。本遺跡の竪穴住居跡82軒はすべてこの

時期のものである。また、南谷、北谷に多く検出されたピット・士坑の大半はこの時期に帰属するも

のである可能性がある。Ⅱ期は、遺構の切り合い関係とともに、出土土器の形態変化に基づいて細分

した。ただし、Ⅱ期の第1小期に該当する遺構は本遺跡では検出されていない。細分に当たっては、

近年周辺地域で確立されつつある古式土師器の編年観を参考にした。ただし、当遺跡出土の土器には

在地色が見られることから、周辺地域の編年とは厳密には対応しない。

Ⅲ期は、古墳時代中期である。古墳1基（南青柳古墳）がⅢ－2期のものである。また、包含層

表2南青柳遺跡・砂行遣跡時期区分

時期 小時期 時代区分・土器編年への対応 年代

I期 弥生時代中期以前

山中式後期から廻間l式

1期 高坪A類を主体とするom中式後半期から廻間I式O段階 2世紀後半～未

の時期

Ⅱ期 2期 高郷A類と高坪B類が共伴する。廻間I式O段階の時期 2世紀末

3 高坪B類と高坪C類が共伴する。廻間I式l段階の時期 3世紀初頭

4期 高郷C類を主体とする。廻間I式2～3段階の時期 3世紀前半

5期 高坪C類を主体とするが、4期より新相。廻間I式4段階の 3世紀中葉

時期

古墳時代中期

Ⅲ期 1期 高坪G類を主体とする。松河戸Ⅱ式の時期 5枇紀前半～中葉

2期 高昧H類を主体とする。宇田式の時期 51廿紀後半～末

古墳時代後期

IV期 1期 占墳時代後期前半～後半 6世紀～7世紀

2期 占墳時代後期末～奈良時代前半、岩崎41号窯期～岩崎25 7世紀末～8枇紀中葉

号窯期

V期 平安時代、白査黒笹90号窯期後半単独 10世紀初頭前後

VI期 鎌倉時代以降、白査系陶器白土原以降

※上記表中の年代は、研究者によって兄解が異なる。目安として参照されたいビ
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（第Ⅲ層）から出土した宇田式の土師器や初期須恵器もこの時期のものである。なお、Ⅱ期とⅢ－2

期との間には長期の空白期があるが、その時期の遺構・遺物は検出されていない。

Ⅳ期は、占墳時代後期から奈良時代前､|<までであるが、当遺跡では2期に細分した。IV-1期は、

古墳時代後期後半までとし、これに帰属するものとしては、SK01およびSD01が考えられる。Ⅵ－

2期は古墳時代後期末から奈良時代前半までとした。遺構は検出できなかったが、北尾根南斜面で比

較的集中して出土した須恵器はこの時期のものである。ただし、遺物数はごく少ない。

これ以後、当遺跡では、全くの空白期に入り、再び人の営みが確認できるようになるのは、鎌倉時

代に入ってからであり、白査系陶器・中近枇陶磁器がごくわずかに出土している。

なお、Ⅲ－2期からⅥ期は須恵器の、Ⅵ期は白資系陶器の年代観に基づいて、時期区分を行った。

各期の時期区分と他地域との併行関係は、表2の通りである。

2遺構の概要（図6．7）

(1)I期

1期、すなわち弥生時代中期以前の遺構は、検出されなかった。ただし、谷部のV層を中心として

遺跡のほぼ全域から縄文時代の石器が出土しており、縄文時代の遺構がかつては存在していたことを

伺わせる。遺跡が急斜面に立地することから、恐らくそれらのほとんどは、流れてしまっているもの

と考えられる。I期の土器は、縄文時代後期が1点、晩期～弥生時代初頭が1点出土しているのみで

ある。

②Ⅱ期の遺構

①竪穴住居跡

Ⅱ期は、当遺跡において最も活発な人の営みが確認できる時期である。廻間I式期を中心とする時

期の堅穴住居跡が尾根上から中腹の急斜面にわたって展開しており、合計82軒が検出された。太平洋

戦争'I'や戦後に耕作のために肖'1平された南尾根西側斜面にも、｜両l様に住居域が広がっていたものと推

測され、本来の住居軒数はさらに多かったものと考えられる。これらの住居跡は、尾根頂部の01号住

居跡や尾根間の鞍部に立地するor,．06-44号住居跡など、ごく一部を除いて人半が中腹の急斜面に立

地している。また、谷の入り口に近い斜面には、住居が築かれず、更の方に谷をとり|井|むように扇形

に集落が展開する傾'61があり、選地のあり方に規則性を見て取れる。

以上のような立地であるため残存状態は良好とは言えない。尾根側の壁面と両隅、および左右の壁

の一部がかろうじて残っているため、住居の検出が口I能となったが、谷側の床凹は著しく崩落してい

るものが多い。したがって、住居の規模や平面形を復元できないものが多いが、比較的残存状態の良

好な事例から推定すると、竪穴住居跡の形態はⅡ期を通してほぼ一貫しているようで、床面の平面形

は正方形または等高線に沿う方向に長い長方形であったと考えられる。また、尾根側からの斜面をく

だる雨水の流れ込みを防いだり、または流土による住居の埋没を避けるために、住居の外部Ill側に、

溝（以下「山側周溝」と仮称する）を掘削しているものも見られる(SB41-42．47)。

堅穴住居跡が最も密集している地点（SB16．28．35．16、SB59-60．63-65付合近）では、最大

3時期の切り合い関係が認められる。各住居跡出土の土器のうち一括|kの高い土器群相互の比較から

は、土器の形態変化も3つの段階（廻間I式の2～4段階）が確認されることから、当遺跡には少な
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くともⅡ－3～Ⅱ－5期の3時期の竪穴住居跡が存在すると判断した。3時期を通して、立地に変化

はみられない。

竪穴住居跡の中には、焼失したものも含まれ、一括性の高い土器を検出し得た。

②ピット・土坑。溝

住居域の各所、とくに南谷と東谷に多く検出したピット・土坑は、検出面から考えてこの時期に

属するものが多いと考えられる。P59、SK11-16．I!)．23を除いて、遺物が全く出上しておらず、

時期の特定はできず、'性格もほとんどについて不明である。SK11．19については、埋土の下層から

Ⅱ期の土器や砥石が出土しており、この時期に帰属すると考えられる。'性格については不明である。

SDとしたもののうち、SD01以外はすべてこの時期のもので、SD02-03．06は住居跡のll｣側周溝

と考えられる。SD04．05もその可能性がある。

（3）Ⅲ期の遺構

①南青柳古墳

南尾根頂部に立地する中期古墳である。南に造りIllしを設ける造り出し付き円墳で、円丘部は2段

築成である。葺石・埴輪は存在しない。

円丘部の中央に木棺直葬の主体部を検出したが、木棺の痕跡のみであり、主体部土坑掘り方は流出

してしまった可能性が高い。西側が盗掘によって破壊されていたが、木棺痕跡の底面の両脇に添う位

置から鉄剣、鉄ﾌﾉがほぼ完形で出土し、盗掘坑の埋土からは短甲や馬具などの破片が出土した。また、

墳丘1mや墳丘裾部からは、破砕された須恵器の小片が散布・投棄された状態で出土した。これらの遺

物からこの古墳は5世紀後半から末の築造と推定した。なお、この古墳の造り出し部の両脇のほぼ対

称となる位置に、それぞれ1基ずつの小穴（西側-P01、東側-P08)を検出した。遺物は出土して

いないが、古墳に付属する施設で、造り出し部を中心とする墓前祭紀に関係する遺構と考えられる。

②その他

南谷の包含層（第Ⅲ層）の一カ所から集中して出上した宇田式を中心とする土師器、北尾根から南

尾根に連続する鞍部から出土した初期須恵器は、南青柳占墳の遺物と併行する時期のものである。近

隣に遺構は検出されなかったことから、古墳に関連する遺物である可能性が高いと思われる。

（4）Ⅳ期の遺構

北尾根頂上部で検出したSK01-SDOl̂ .IV-1期の遺構と考えられる。いずれもSBOlに近接

するが、それぞれ切り合うのを避けるように掘削されていることから、当初はⅡ期のものである可能

性を考えたが、出土遺物や科学分析の結果から、この時期の遺構である口I能性が高いと判断した。

また、北尾根から南谷に向かってくだる斜面の包含層から比較的まとまって出土した須恵器は、Ⅳ

－2期のもので、遺構の確認はできなかったが、斜面上部に火葬墓等が存在した可能性がある。

⑤Ⅵ期の遺構

当遺跡の最南部で検出したSK25は、遺物が出土せず判然としないが、中世段階のものである可能

性がある。包含層からは白萱系陶器・中近世陶磁器がわずかに出土している。

炭焼き土坑と考えられるSK04-06-08-24のうち、SK08は近'け以前に遡る可能性があるが、他

は近代以降のものと思われる。
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3遣物の概要

(1)I期の縄文土器・弥生土器

SB16内P4およびSB58の埋土から、各1点のこの時期に帰属する士器片が出土している。住居

跡に帰属する士器ではないので、包含|首扱いとしたが、前者が縄文後期、後者が晩期～弥生時代初頭

の土器片である。本稿では、道物量が少ないため、特に細分は行わなかった。

（2）Ⅱ期．Ⅲ期の弥生土器・土師器（土器の縮尺は1／6）

この時期は、明確な遺構及び、それに伴う遺物が数多く確認されており、基本的に既存の研究（注

4）に基づいて（亦塚次郎氏の研究成果［亦塚1990.1992-1994]による)、以下のように分類したが、

分類に当たっては|燐接する砂行遺跡の報告書の分類項目を基本的に踏髪した。したがって、当遺跡か

らは出土していない器種の分類項目も含まれるが、分類方針の大系を示す意味ですべてを示した。た

だし、一部当遺跡出土資料にあわせて、細分項目を追加した。

①高坪

主として、坪部の形態からA～Iの9類に分類

した。

○高坪A類：坪部に段をもち、M部上段が外反す

るもの。（山中分類高杯A2類）

○高坪B類：坪部に段をもち、11径と稜径の差が

小さく坪部が比較的浅いもの。（廻間

分類A1類）

○高坪c類:/f部に段をもち、口径と稜傑の差が

大きく坪部が比較的深いもの。口縁部

は内簿する。（廻間分類高坪A2類）

○高坪D類：ワイングラス形高坪を一括する。

※南青柳遺跡ではD類と断定できる個

体は出土していない。

○高坪E類二坪部が椀形の高坪（後述する宇田期

のものを除く）を一括する。

ミニコーー’
高坪A類

、
〆

高坪A類

、ﾕ輸一"
高杯B類

／

／ -ﾉ可－ベ、

高杯C類高杯D類(砂行遺跡出土）

！ ’ ノ ~涼r
高坪E類 高坪E類
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○高坪F類：有稜高坪を一括する。

坪F類

杯F類

○高坪G類：屈折脚を基本的に伴う有段高坪。

（松河戸分類高坪B類）

､、堂到 '〃／
○高坪H類：坪部が椀形で、屈折脚を伴うもの。

（松河戸分類高坤D類）

○高坪I類：その他の高坪。

一
三

坪B類～’三三 『司

坐 ．
高杯G・H類脚部

裂
高杯H類

②器台

主として脚部の形態から、A-Bの2類に分類し、

B類を細分した。

○器台A類：脚基部が太く円柱状を呈し、裾部は

大きく外反するもの。

（山中分類器台A類）

※南青柳遺跡ではA類と断定でき

る個体は出土していない。

１
１

、
Ｉ

^ ｛
）

戸

．器台A類(砂行遺跡出土）

蝿蕊/i

感○器台B類：脚基部は細く円錐状の脚部をもつもの。

B1類：脚端部が外反するもの。

（廻間分類器台C類）

燕南青柳遺跡ではB1類と断定でき

る個体は出土していない。

B2類：脚端部が内雪するもの。

（廻問分類器台A類）

○器台C類：その他の器台。

更

ﾗﾗﾌ

『

器台B1類(砂行遺跡出土）

器台B類

「
一

一

器台B2類
器台B2類

③鉢

主として口縁部の形態から、A～Dの4類に分類した。

○鉢A類：口縁部が短く外傾し、段をもつもの。

鉢A類
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○鉢B類：「]縁部が長く外傾し、端部にわずかに

段をもつもの。
匡三＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝弓－

,壱三重琴m""‐
可

7
ﾉﾉ

1
剛｛

鉢B類 鉢B類○鉢c類:II縁部が長く外傾し、緩やかに内雪す

るもの。

ﾉﾜ
r

○鉢D類：その他の形態のものを一括する
弓
〃

C類
C類

④髪

主として口縁部から頚部にかけての形態から、

A～Jの10類に分類し、A類．G類を細分した。

A類は、既存の研究にはなかったが、隣接す~る砂

行遺跡で良好な資料が出土し、同報告書で最も在

地色の強い土器として位置づけられたものである。

詞~繍至/A1類

○雲A1類：頚部が曲線的にくびれ、口縁は長く

外反するもの。口縁端部は面を形成

して刻み目状にクシ条痕を入れ、口

縁内面には櫛状工具による列点文を

巡らせる。器壁外向は全面に渡り細

密な縦方向のクシ条痕調整、平底の

底部外面には布目圧痕が認められる

ものを典型とする。

○雲A2類：形態は髪A1類と同様であるが、調

整（外面ナナメハケ・ナデなど)、文

様（横線文・列点文などの施文）に

変化のあるものを一括する。

翻り''A2II

ﾏー ﾏーー， -77
〃

|’

鋼三ｺ二 山髪A2類

○蓋B類：口縁部が短く外傾して段をもつもの。 軍手=アブ雲B類

三二 炉」髪B類
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○雲c類:n線部は長く外傾し、端部にわずかに

段をもつもの。底部は平底である。

○蓋D類：長く外傾したくの字状のI｣縁部をもつ

もの。底部は平底である。

○髪E類：短く外傾したくの2字状の口縁部をもち、

端部に亥I1み目を施すもの。底部は台付き

と推定される。

（|||中分類雪A甑）

※南青柳遺跡ではE類と断定できる

個体は|||土していない。

○髪F類:S字状口縁台付書を一括する。

○雲G1類：北陸系(JJ影式）の髪で口縁部内面

に明瞭な段を持つもの。

○雲G2類：北陸系（月影式）の髪で、縁部内1m

に段を持たないもの。

○髪H類：短く外傾するくの字状の口縁をもつも

の。（砂行遺跡出土のⅢ期の髪資料）

※南青柳遺跡ではH類と断定できる

個体は出土していない。

○毒I類：宇田型髪を一括する。

○妻J類：その他の髪。

!

類

ノ

護り類

害D類

妻F類

ア で
妻F類

SG1類

刀

、

4／

髪｜類
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⑤壷

主として体部と口縁部の形態及び大きさからA

～E類に分類し、A-B-C-D類は細分した。

○壷A類：パレススタイル壷を一括する。11縁部

形態により、以下の3類に細分する。

A1類：「l縁部は外反して、内面に平坦向を

もたないもの。（山中分類壷A1類）

ノ
一
ノ
、
ノ

1

'〃／/／／／〆
｜
々 ／

一
三

／
二

〆
三

／

／

岸
二
一

二
一
・
一
一

A2類：口縁内面に平坦向をもつもの。

A3類：口縁内面が内簿するもの。

※南青柳遺跡ではA3類と断定でき

る個体は出土していない。

獄
、
獣

、

¥¥
、

○壷B類：壷A類の範晴に入らない大型の7世で3

類に細分した。

B1類：口縁部が外反する広口壷。

、
１
編

11
I1

、
、

B2類：口縁部が内雪する広口壷。

※南青柳遺跡ではB2類と断定でき

る個体は出土していない。

B3類：その他の広U壷を一括する。

虹
‐
！
一
遮
螺 壷B1類

､

夕

○壷c類：頚部が体部より長い中・小型の長頚壷

で、以下の2類に細分した。

C1類：直11または外反する口縁部をもつ長

頚壷。

※南青柳遺跡ではC1類と断定できる

個体はIll土していない。

C2類：内雪する口縁部をもつ長頚壷。

尽吉‐ 壷B1類Ih
Lユ』

1

t
／,､岸＝一ノ

髄
釦
”

９
Ｊ

十
壷B2類

一一

､

壷C2類典
雲、

、
沙 壷C2類

LbLJP

:､蝦'匙
＝＝＝

○壷D類：頚部が休部より短い巾・小型の短頚壷

で、以下の2類に細分した。

D1類：外反する11縁部をもつ短頚毒。 ra壷､噸壷̂ F̂ 壷D噸
、遥』ず
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D2類：内誉する口縁部をもつ短頚壷。

D2類
○壷E類：小型丸底壷を一括する。

2類

なお、以上の他にミニチュア土器があるが、上記

の分類には含めない。

鋤

壷D2類
、､．

、､●

（3）Ⅲ期の須恵器

南青柳古墳の墳丘上面と墳丘裾部及び包含層（Ⅲ居）から検出された初期須恵器である。器種名は、

既存の名称を用い、特に細分は行わない。有蓋高坪、無蓋高坪・坪蓋・坪身・広口壷・髪がある。

なお、本稿ではⅡ．Ⅲ期の弥生土器・土師器・須恵器は、口径や底部径が復元できる個体を基本的

にすべて図化して掲載した。その個体数を器種別に、また遺構の種類ごとに以下に示す。

表3Ⅱ．Ⅲ期実測土器一覧

蛭その他には、破片であるため器種分類の不口I能なもの（高Ifと器台の脚裾部片など）やミニチュア土器などの特殊な

器種が含まれる。なお、鉢と髪のうち頚部から口縁部のみが残存する個体の器種分類は、形態、調整、大きさ等を総合

的に検討して分類したが、特に鉢B類と饗C類、鉢C類と髪D類の区別は難しく、決定的なものではないことをお断り

しておく。

（4）Ⅳ期の須恵器

遺構に伴うものはなく、包含層から若干出土している。8世紀代のもので、砂行遺跡や深橋前遺跡

（注5）の出土例から考えて、破壊された火葬墓に伴う可能性がある。これも、器種は既存の名称を

用い細分は行わない。坪蓋・台付長頚壷がある。

(5)Ⅵ期の白査系陶器と施紬陶磁器

いずれも包含層から出土している。遺物量はごく少なく器種名は既存のものに従い細分もしない。

（③金属製品

Ⅱ期では、SB35から鉄製圭頭斧箭搬が完形で、SB69から鉄製施の刃部から柄部にかけての破片

が出土している。包含層の第Ⅳ層から出土した鉄製曲刃鎌もこの時期に帰属するものと‘思われる。Ⅲ

期では、南青柳古墳の主体部から鉄剣、鉄刀（いずれも完形）や不|ﾘ1鉄製品が出土し、主体部盗掘坑

Ⅱ期竪穴住居跡

Ⅱ期の他の遺構

南青柳古墳

包含層

＋
’

一
三
口

へ
ロ

Ⅱ期の弥生土器・土師器

高坪

45

ワ
‐
Ｉ

28

80

器台

41

Ｏ
ム

14

57

鉢

65

4

ｑ
ノ
ム

Ｏ
ヘ
リ

Ｏ
〃
ム

94

髪

178

10

1

8 1

270

壷

95

ワ
ー

Z

43

1 4 7

その他

20

0

6

26

Ⅲ期

土師器

0

10

10

須恵器

14

０
４

6

合計

444

30

19

207

700
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